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学位論文審査結果報告書 
 

平成３０年７月１９日 

大学院医学研究科長 様 

 

 下記のとおり学位論文の審査を終了したので報告いたします。 

 

【審査結果要旨】 

氏名：河野 創一 （神経精神医学講座） 

学位論文題名：Frontal activity measured by near-infrared spectroscopy in patients 

taking different atypical antipsychotic drugs: A cross-sectioned study (光トポグラフィー

検査による抗精神病薬内服患者の前頭葉機能の測定)  

 

 本学位論文では、大脳皮質の血液変化量を測定する近赤外線スペクトロスコピー （光トポグラ 

フィ―：NIRS）を用いて、抗精神病薬として、多受容体作用を有するオランザピン (OLZ) あるいは

セロトニン・ドーパミンアンタゴニストのリスペリドン (RIS) を投与している統合失調症患者の脳機能

について比較を行った。positive and negative syndrome scale (PANSS)による症状評価と語流暢性

課題施行時のＮＩＲＳ測定を行った。NIRS 測定については、前頭部領域の複数のチャネルにおけ

る酸化型ヘモグロビンの変化量を求め、比較に用いた。前頭葉領域の酸化型ヘモグロビン変化量

の平均値について、対照群、OLZ 投与群、RIS 投与群で有意差が検出され、特に、腹外側前頭葉

に相当するチャネル 46 において、OLZ 投与群の酸化型ヘモグロビン変化量は対照群のレベルま

で回復したが、RIS 投与群の変化量は対照群よりも低かった。これらの結果から、OLZ は RIS よりも

前頭部領域の血流レベルを向上する機能のあることが示唆された。 

 本研究は、NIRS によって OLZ がＲＩＳよりも前頭葉における血流促進作用を有することを示した

最初の研究であり、今後、抗精神病薬の種類によって血流に対する影響の異なるメカニズムの究

明に興味が持たれる。また、NIRS は統合失調症の状態のマーカーとなる可能性が指摘されるが、



薬剤による症状の改善との結びつきについては今後詳細な研究が期待される。この成果は、既に、

国際誌 Psychiatry Research: Neuroimaging (273: 42-45, 2018) に発表されている。学位論文も適

切に表記されており、審査会における発表および質問に対する応答ともに的確なものであった。し

たがって、本審査会はこの論文を学位論文に相応しいものと結論する。 

 

                     論文審査委員 主審査 小林 和人   

                              副査  髙橋 和巳 

                          副査  榎本 博之   
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